
氏名 廣井　いずみ

学部担当科目

・犯罪心理学
・青年心理学
・カウンセリング実習Ⅱ
・臨床心理学特殊講義
・臨床心理学基礎実習
・臨床心理学演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・犯罪心理学特論
・臨床心理学特論Ⅱ
・臨床心理学査定演習Ⅰ
・臨床心理基礎実習
・臨床心理学演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ

授業科目

平　成　29　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

犯罪心理学会、司法福祉学会、コミュニティー心理学会、心理臨床学会、
家族心理学会、精神分析学会

非行少年の立ち直り支援、「居場所」からの青年期理解、青年期の親支援・コミュニ
ティー支援

・能動的な学修態度を高める工夫
グループディスカッションを積極的に取り入れ、意見を発表する、メンバーの意見を聞
く練習をする。
・ロールプレイを取り入れた授業
家族心理学をテーマにした授業で、ロールプレイを取り入れた授業を実施した。役作り
から共同作業を行うことで、家族イメージを豊かにする作業となった。

・平成29年10月17日　平成29年度中学校・高等学校生徒指導連絡協議会において、「臨
床心理学からみた『問題行動』の理解と生徒へのアプローチについて」と題して講演を
行った。
・日本犯罪心理学会第56回大会準備委員会副委員長

大阪市立大学大学院生活科学研究科博士課程修了

博士(学術）

加害者臨床、司法福祉学、家族心理学、青年期心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・科学研究費基盤研究（Ｃ）　「『人とつながる力』に焦点をあてた非行少年の社会復
帰支援に関する研究」（代表者）
・科学研究費基盤研究（Ｃ）「矯正・更生保護処遇終了者の社会復帰支援　－援助を受
ける者から援助要請する者へー」（代表者）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学科主任、学生相談室運営委員、研究倫理委員、クリニック紀要編集委員、広報委員、
臨床心理クリニック相談員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・人間論



共同

共同

②

①米国における治療共同体
の活動の理念と機能

③

①

（その他）

②非行少年の社会復帰につ
いて考える　～かつて当事
者であり現在は支援する者
の語りから～

③

（学会発表）

①

②

②

③

退所後の再犯率が極めて低い
DELANCEY STREET FOUNDATIONの施設
代表者と入居者にインタビューした
結果、犯罪、薬物依存からの回復
は、入居者同士、施設長との濃密な
人間関係を基盤とし、「他者に教え
ることの学びの連鎖」（each one
teach one )により、承認が実感さ
れる体験を経て、仕事の技能の獲得
と強みの実感が得られ、自尊感情、
自己肯定感を取り戻すことにあるこ
とが明らかになった。

かつて非行、薬物依存の経験者であ
り、現在は支援者である者、及び援
助要請の研究者をシンポジストに招
き、非行少年が社会復帰につながる
支援を求めるとはどのような力で、
周囲はどのように援助要請を支える
ことができるのか議論した。社会が
どのように受け皿になり得るのか、
議論され、今後検討を深める必要が
あることが共有できた。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

日本犯罪心理学会第
55回大会

日本司法福祉学会第
18回全国大会　シン
ポジウム

2017年9月

2017年9月


